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社団法人 日本電球工業会

ランプにおける水銀削減の取組み



社団法人日本電球工業会の概要

ランプの年間販売数量 (2010年)

主な製品分野 会員

白熱電球及びハロゲン電球

蛍光ランプ

HID ランプ

電球形ＬＥＤランプ

会員数：113 (企業：11１ 団体：2 ）

パナソニック， 東芝ライテック，日立アプライアンス，
シャープ， NECライティング， 三菱電機オスラム，

岩崎電気， ウシオ電機 他

総販売数量

1,839百万個ハロゲン電球
1.4%

白熱電球
4.8%

その他
16.9%

電球形LEDランプ

0.7% 

自動車用電球
43 %

HID ランプ
0.6 % 

蛍光ランプ
17.1 %

CCFL
15.6%



ランプの歴史

1879  エジソン
炭素電球

1879  エジソン
炭素電球

1938 インマン
蛍光ランプ

1938 インマン
蛍光ランプ

1996
白色ＬＥＤ

1996
白色ＬＥＤ

60 年 60 年

1980  
電球形蛍光ランプ

1980  
電球形蛍光ランプ

1934 High Pressure
Mercury Lamp

1962   1968
Red    Green

1907 Discovery of 
luminous phenomenon

1993   1996
Blue    White



白熱電球と蛍光ランプの発光原理

白熱電球白熱電球 蛍光ランプ蛍光ランプ

高温のフィラメントが発光

発光効率 低 10 -20 lm/w 発光効率 高 80 -100 lm/w

水銀原子から発生した紫外線が
蛍光物質を励起して発光

Glass tube



CO2 排出量と 寿命
－ 蛍光ランプと白熱電球の比較－



蛍光ランプの水銀封入量の削減
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水銀封入量 削減技術

ランプ

排気

炉

水銀ドーザー

従来方法 最新技術

水銀合金リング水銀カプセル

水銀アマルガム 水銀合金ペレット



ＨＩＤランプの種類とその用途

一般照明用光源 プロジェクタ用光源 表面殺菌用光源 産業用光源

ＨＩＤランプには、その用途に応じて多数の種類があります。



ＨＩＤランプの水銀削減について
ランプの高効率化、長寿命化により、水銀使用量を削減しています。

従来型水銀ランプ
（ＨＦ４００Ｘ）

高効率ＨＩＤランプ
セラミックメタルハライドランプ
（Ｍ１９０ＣＬＳＰ－Ｗ／ＢＵＤ）

５５（ｌｍ／Ｗ） ランプ効率 １１６（ｌｍ／Ｗ）
２２０００（ｌｍ） 全光束 ２２１００（ｌｍ）
１２０００時間 定格寿命 ２４０００時間

４００Ｗ 消費電力 １９０Ｗ
６３ｍｇ 水銀使用量 ２３ｍｇ

同じ面積を同じ明るさに照明する場合、高効率ＨＩＤランプの
水銀の使用量は、従来型の約１／３ で済みます。（Ｈｇ量／定格寿命）

ＨＩＤランプは用途により多数の種類があり、ニーズを満足する
ためには、最低量の水銀が必要ですが、高効率ＨＩＤランプは

CO2削減にも大きく貢献しています。



LEDの発光原理
ＬＥＤＬＥＤ

再結合再結合

Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ ＤｉｏｄｅＬｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅ

発光効率 高 80 -120 lm/w

ｐ型半導体

ｎ型半導体

正孔と電子の再結合により発光

ＬＥＤ素子ＬＥＤ素子



LED製品と導入事例

LEDバックライト

LEDランプ

LED器具

ルーヴル美術館のＬＥＤ照明
（東芝提供）



日本政府による新成長戦略

目指すべき姿

ＳＳＬを２０２０年までにフローで１００％、２０３０年までに

ストックで１００％とする。

（注） ＳＳＬ：Ｓｏｌｉｄ Ｓｔａｔｅ Ｌｉｇｈｔｉｎｇ（ＬＥＤなどの固体照明）

実現に向けた基本戦略

ＳＳＬについて、研究開発の加速、市場導入支援、国際標

準化支援、省エネ基準の強化等を通じて普及拡大を図る。

主な推進組織

ＳＳＬ 戦略推進委員会

（ＳＳＬの国際標準化の推進）



まとめ

日本電球工業会会員企業は、環境負荷低減のため
の技術開発を継続的に行い、ランプ中の水銀削減に
取り組んでいます。

また、ＬＥＤを使用した光源ランプを水銀不使用の代
替品として積極的に開発しています。

一般照明や特殊用途のランプは、多種多様に及ぶも
のであり、その代替品の開発には長期間を要します。
したがって、水銀を使用するランプは、これからも必
要となります。


